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示 教 と 科学 の つなが り 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 


人 が この 世界 で 幸福 で 安らぎ に 満ち た 生 を 送る 
た め 1 
な りり 当 すず す 。 才 くど とき 、 宗 語 な る 
の 9 2 と の つなが り を 整 の 
何 を 行う べき で 何 を 行う べき で 
は な いか を 私 た ち に 教え 、 療 行 
罪 、 パ シール と ハク ー ム つら 
いて の 知識 を 与え る 価値 観 の 体 
系 で す 。 し た が っ て 宗教 の 目的 
0 人 の プッ フー の の 清 の つろ 
き を 確固 た る も の と し 、 真 の 意 
味 で の 幸福 へ と 導く こと で す 。 

科学 は 、 自 然 界 に お ける 被 造 
物 や 事象 が 、 ど の よう に 、 ど の 
よう な 形 で 作用 し て いる の か を 
見 出し 、 解 明 す る 活動 で す 。 行為 の 責任 を 負う 形 
で 創造 され た 人 間 は 、 周 囲 で 起こ っ て いる 事柄 に 
つい て 無関心 で いる わけ に は いか な い の で す 。 だ 
か ら 人 が 科学 に 対し て 否定 的 で ある こと は も ちろ 
ん 考え られ ませ ん 。 ク ルアー ン は 人 間 の 注意 を 、 
アッ ラー の 存在 の 証拠 で ある 自然 界 へ と 向け て い 
ます 。 一 部 の 、 興 味 深い 自然 界 の 現象 に つい て 言 
及 し 、 こ れ ら に つい て 惑 考 す る よう 招い て いる の 
で す 。 崇高 な る アッ ラー は 次 の よう に 仰せ られ て 
いま す 。 「 本 当 に 天 と 地 の 創 造 、 昼 夜 の 交替 、 人 
を 益 す る も の を 運ん で 海原 を ゆく 船 の 中 に 、 ま た 
アッ ラー が 天 か ら 降 ら せ て 死ん だ 大 地 を 里 ら せ 、 
生き と し 生け る も の を 地上 に 広く 散ら ば せる 雨 の 
中 に 、 ま た 風向 き の 変 換 、 果 て は 天地 の 間にあっ 
て 奉仕 する 雲 の 中 に 、 理 解 あ る 者 へ の (アッ ラー 
の ) 印 が ある 。」 (雌牛 章 1 6 4 節 ) 

世界 は 均衡 を 伴っ た 形 で 見 出さ れ 、 理 解 さ れ う 
る 秩序 と 規律 を も っ て 創造 され まし た 。 これ は 近 
高 な る アッ ラー の 、 人 間 へ の 最も 大 き な 恵 み で す 。 
な ぜ な ら 世 界 に 規律 が な く 、 理 解 さ れる こと の な 
い 存在 で あっ た と すれ ば 、 こ の 星 は 私 た ち に 安 ら 
Print 
イス ラー ム は 、 人 間 に 理 性 を 用 いて 世界 に お け 
諸 作用 の 法則 や 規律 を 見 出す よう 命じ し て いま す 。 
この よう に し て アッ ラー の 力 と 祭 高き を 明らか に 
する こと が 尊い 責務 と し て 課せ られ て いる の で す 。 

(UN 人 衝 / 
る 側 邦 は ゆい の 。 | (ーー ス ベク 間 76 全 ) と 語り 、 
知識 が 無限 の も の で ある こと を 示唆 し て いま す 。 
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イス ラー ム の 教え は 、 発 展 を 望み 、 新 た な 展開 を 
舞 励 する 原則 で 満た され て いま す 。 し た が っ て 、 
私 た ち を 日 々 、 よ り 発 展 さ せる 
科学 的 な 努力 に 十分 な 価値 を お 
く こ と は 、 ム スリ ム と し て 宗教 
上 の 注意 深 さ の 要する と ころ で 
す 。 同時 に 、 知 識 が いつ で も 人 
間 的 ・ 道 徳 的 価値 観 を 尊重 する 
も の で ある こと に も 重要 性 を 置 
NM 
親愛 な る ムスリム の 皆様 。 
れ て は いけ な いこ と は 、 ri 
お いて 知識 は 最大 の 、 そ し て 最 
影響 力 の 大 きい 力 の 源 で ある 
と いう こと で す 。 知識 を より よ 
く 得 て いる ひと は 、 よ り 強 く 影 
着力 の ある 立場 に 上 が る の で す 。 強い だ け の 力 は 、 
知識 の 力 の 前 に 屈し て いる 状態 で す 。 学 者 の 見 解 
は 、 何 千 人 も の 勇者 を 倒す だ け の 力 を 持ち ます 。 
知っ て いる 者 と 知ら な い 者 と は 同じ で は な いと い 
うこ と を 何 世紀 も 前 か ら 述 べ て き て いた クル アー 
の 、 この 内 見 0 ポト し (きた の で すう 

責 金 時 代 の ムスリム の 学者 た らち は この 神聖 な 真 
実 を と て も 良い 形 で 受け 止め て いま し た 。 彼ら は 
款 教 的 な 知識 に と ど ま ら ず 、 数 学 、 医 学 、 物 理学 、 
化学 、 植 物 学 、 天 文学 と いっ た 学問 の 分 野 で も 大 
き な 成 功 を 収め まし た 。 多 く の 見 解 を 実現 させ て 
きま MG イク ンド シン プー、 イ クック ショ ルン が 、 
ン アデ ター ピー、 ルー ョ ーー。 ア リャ ョ クション ツ 
バグ ーー ドク バク クレ ドラ ルッ ャ タン ーー、 シャ ーッ レ ッ ィ ルイ 
ブン ・ ハ ッ ワ ン 、 そ し て 何 百 人 も の 学者 が 、 世 界 
の 文化 昌 に その 名 を 残し ま し た 。 今日 私 た ちの な 
すべ きこ と は 、 彼 ら の 成功 を 自慢 する こと で は な 
く 、 彼 ら の 文化 的 見 解 を 復活 させ 、 今 日 の 科学 や 
技術 の 水準 に 達する こと で す 。 フ トバ を 預言 者 さ 
ま の ハデ ィ ー ス に よっ て 締め くく り ま す 。 「 知 識 
を 得る こと は ムスリム の 男女 の 義務 で ある 」 


